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データロガーとパソコンの接続手順 

データロガーとパソコンを RS232C ケーブルで接続し、PC400 を起動します。 

CSI/O に接続する場合は SC929 又は SC32B を使用します。 

CR300/310, CR6, CR1000X などで USB に接続する場合は、USB ケーブルを使用します。 

 

以下のショートカットをダブルクリックすると、PC400 が起動します。 

もしくは、Campbell Scientific→PC400 を選択します。 

 
 

 

PC400 が起動すると、以下のようなメニュー画面が表示されます。 

データロガーに電源が供給されている事を確認した後、”Connect”をクリックすると 

データロガーと PC の通信が可能になります。 

 
 

（上記図では、COM ポート１、ロガー名 CR1000 となっています） 

※COM ポート及びロガー名はお客様の PC 使用環境により異なります。 

Connect をクリック 

 



 ３ 

ロガーとの通信が確立されると、開いていたウィンドウが以下のように変化します。(一般的な表示例) 

 
 

本操作は、初期設定が事前に完了しておくことが前提となります。 

設定については、”初期設定”を参照して下さい。 

※ 通信終了時は、必ず“Disconnect”をクリックして通信を切ってください。 

 

データ回収 

「Collect Data」のタブをクリックすると、データ回収画面になります。 

“Start Data Collection”をクリックすると、チェックを入れたデータファイルの回収が開始します。 

100％になれば、回収完了です。 

 
 

 

 

 

※１ DataTableInfo，Public，Status はロガー内部情報です。通常、回収する必要はありません。 

 

接続を切る場合は、 

Disconnectボタンを押す 

データの保存先を指定可能 

②回収したいデータファイルを 

クリック ※１ 

データ回収方法の指定 

・New data from datalogger  

最後に回収した時間から、現在

までのデータを回収し、PC の

既存ファイルに追記する 

・All data from datalogger  

データロガー内のすべてのデ

ータを回収し、PC の既存ファ

イルは上書きされる 

回収データファイルの保存先 

③Start Data Collection 

ボタンをクリック 

①Collect Data タブをクリック 



 ４ 

時刻合わせ 

 “Set Clock”をクリックすると、データロガーの時刻を PC の時刻に同期させることが可能です。 

 
 

リアルタイムモニタリング 

Monitor Data タブをクリックすることで、リアルタイムのデータモニタリングが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Add：モニタリング要素の追加 

Delete：表示されている要素の削除 

Set Clock をクリック 

PC の時刻から何時間かずらして 

ロガーの時刻を合わせる事が可能 

通常は 00h00m で使用 

<使用例> 

海外に設置したデータロガーの時刻を

日本時間の PC で現地時刻に合わせる 

Options：小数点以下の表示や、行数や列数の

変更などをカスタマイズ可能 

Monitor Data タブをクリック Monitor Data タブをクリック 



 ５ 

 

計測プログラムのインストール方法 

※：計測プログラムをインストールすると、それまでデータロガー内に存在していたデータは 

削除され同名のプログラムは上書きされますので、事前にデータ（必要に応じてプログラム） 

回収を確実に行ってください。 

 

計測プログラムの入れ替えの際には、以下の手順に従ってデータロガーへのインストールを行ってください。 

  

プログラムを HD に移す  

入れ替えたいプログラムを、本ソフトの格納先フォルダなどわかりやすいフォルダに保存して下さい。 

送るプログラムはデータロガーによって、拡張子が異なります。 

データロガーと拡張子の対応については、以下を参照してください。 

 

データロガー  プログラムの拡張子 

CR1000   *.CR1 

CR1000X   *.CR1X 

CR800/850   *.CR8 

CR6    *.CR6 

CR300/310   *.CR300 

CR3000   *.CR3 

CR5000   *.CR5 

データロガーへのインストール 

データロガーと PC の通信を確立した状態で、”Send Program”をクリックするとデータロガーへのインス

トールが開始されます。 

 
  

 

Send Program をクリック 



 ６ 

データロガー内にあるデータが削除される旨の Warning ウィンドウが開きます。 

データが不要もしくは回収が完了していることを確認して、”Yes”をクリックします。 

 
 

プログラム選択ウィンドウが開きますので、インストールするプログラムを選択して”開く”をクリック

すると、プログラムのインストールが始まります。 

 
 

Yes をクリック 

“開く”をクリック 



 ７ 

 

PC400 のインストール 

PC400 のダウンロード 

ブラウザを起動し、アドレスに https://www.campbellsci.com/pc400 と入力し Enter を押します。 

PC400 の Web ページが開きますので、下記の“Downloads”をクリックします。 

 
 

下記の画面に移動したら、“Add to List”をクリックして、ユーザー情報登録画面を開きます。 

 

“Downloads”をクリック 

“Add to List”をクリック 

https://www.campbellsci.com/pc400


 ８ 

Name(名前)、受信可能な Email(メールアドレス)、Organization(会社名等)、Country(国名)に情報を入力し

て登録します。 

必要な情報の入力が完了したら、“Submit”をクリックします。 

 
“Submit”をクリックして、このような画面が表示されましたらユーザー登録は完了です。 

Campbell から登録したメールアドレスにダウンロード URL や CDKey が送られますので、 

メール受信ボックスを開いて下さい。 

 

全てを入力し終えたら 

“Submit”をクリック 

Country に国名を選択 

※入力しなくても構い

ません 

 

Email に 

メールアドレスを入力 

Name に名前を入力 

Organization に 

会社名等を入力 

※入力しなくても構いま

せん 



 ９ 

下記のようなメールが Campbell から登録したメールアドレスに送られていることを確認してください。 

メール本文の URL をクリックすると、PC400 のダウンロードが始まります。 

※ユーザー情報を登録して 7 日以内にダウンロードしてください。 

7 日を過ぎると、もう一度ユーザー情報を登録しなければなりません。 

 
※今回、Serial と CDKey は伏せさせてもらっています。 

Download した PC400_4.7.exe はタスクバーの検索ボックスで見つけることが可能です。 

 

検索ボックスで 

PC400 と検索する 

〇〇 

△△ □□□□□□□□ 

URL をクリックすると 

ダウンロードが始まる 



 １０ 

PC400 のインストール 

ダウンロードした“PC400_4.7.exe”をダブルクリックします。 

インストールウィザードが起動しますので、“Next”をクリックします。 

 
 

 

ライセンス契約書に合意し、”Next”をクリックします。 

 
 

Next をクリック 

②Next をクリック 

①“I accept the terms  

of the license agreement”をクリック 



 １１ 

ユーザ名、会社名および CD Key を入力して、”Next”をクリックします。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

User Nameに入力 

Company に入力 

Nextをクリック 

〇〇〇 

△△ □□□□□□ 

メールに記載された 

CDKey を入力 

 

□□□□□□ △△ 



 １２ 

インストール先フォルダの選択です。そのまま”Next”をクリックします。 

 
作業フォルダの選択です。そのまま”Next”をクリックします。 

 
 

他の関連ソフトウェアが起動していないことを確認し、”OK”をクリックします。 

 
 

Next をクリック 

Next をクリック 

OK をクリック 



 １３ 

インストール中のウィンドウです。 

 
 

インストール完了後、インストール終了のウィンドウが表示されますので”Finish”をクリックします。 

 

Finish をクリック 



 １４ 

 

初期設定 

本ソフトのインストールが完了すると、以下のウィンドウが開きます。 

をクリックすると、設定を開始します。 

 
クリックした後に、EZSetup というサブウィンドウが開きます。 

“NEXT”をクリックします。 

 

Add をクリック 

（ロガーの追加） 

Next をクリック 

Next をクリック 



 １５ 

Communication Setup 

データロガー選択の画面になります。 

接続したいデータロガーを選択して、”Next”をクリックします。必要に応じて、データロガーの名前を

変更してください。データロガーの名前は、データロガーから回収されるデフォルトデータファイル名に

使用されます。 

 
 

 

 

RS232C、CSI/O、USB ポートで接続する場合、“Direct Connect”を選択します。 

“NEXT”をクリックします。 

 

②データロガーの名

前の変更が可能 

①設定したいデータロガーを 

クリック 

③Next をクリック 

①RS232C、CSI/O、USB ポートで接続する場合 

Direct Connect を選択 

②Next をクリック 



 １６ 

RS232C、CSI/O ポートで接続する場合 

 

COM Port に”通信ポート(COM*)”を選択して、“NEXT”をクリックします。 

 

②Next をクリック 

①データロガーと接続する 

通信ポートを選択 

COM ポートを 

クリックします 



 １７ 

USB ポートで接続する場合 

 

CR300/310, CR6, CR1000X を USB ケーブルで接続する際には、 

USB ドライバをインストールするために“Install USB Driver“をクリックします。 

※ USB Driver のインストール完了まで PC とデータロガーを接続しないでください。 

インストール完了後、USB ケーブルで PC とデータロガーを接続してください。 

 
 

接続するロガーを選択し、“Install“をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Install USB Driver をクリック 

②Install をクリック 

①CR300 Series，CR6 など 

ロガーの種類を選択 



 １８ 

”次へ”をクリックすると、ドライバのインストールを開始します。 

 
 

”完了”をクリックすると、ドライバのインストールが終了します。 

 
 

PC とデータロガーを USB ケーブルで接続します。 

COM Port に表示された USB 接続されているロガー名を選択して、“NEXT”をクリックします。 

 

“完了”をクリック 

 

①接続されているロガーを選択 

②Next をクリック 

“次へ”をクリック 



 １９ 

IP ポートで接続する場合 

 

Connection Type において、”IP Port”を選択して“NEXT”をクリックします。 

 
 

データロガーと接続する IP アドレスとポート番号を指定して、“NEXT”をクリックします。 

 
 

※１：ＩＰアドレスは０を省いて入力して下さい。 

例：１９２．１６８．００１．００１の場合 

       ↓ 

 １９２．１６８．１．１と入力 

 

※２：ポート番号は下記の値がデフォルト値となります。 

   6783：NL100（CSI/O） 

   6784：NL100（RS232C） 

   6785：CR310，CR6，CR1000X，NL115，NL116，NL120，NL121 

  

①IP Port をクリック 

②Next をクリック 

①データロガーと接続する 

IP アドレス：ポート番号を入力 

 ※１,※２ 

②Next をクリック 



 ２０ 

Datalogger Settings  

通常はデフォルトで問題ありませんので、“NEXT”をクリックします。 

 
 

接続時に設定されているセキュリティがあれば入力して、“NEXT”をクリックします。 

デフォルト設定の場合は、そのままの設定で問題ありません。 

 

Next をクリック 

Next をクリック 



 ２１ 

Setup Summary 

EZSetup による設定の結果が表示されます。 

通常は、ここまでの設定で十分ですので“Finish”をクリックします。 

  
 

前の画面に戻る場合は 

Previous をクリック 

設定を終了する場合は 

Finish をクリック 

通信試験等を行う場合は 

Next をクリック 



 ２２ 

 

PC400 設定のバックアップと復旧 

PC400 の設定を下記の手順で、バックアップ及び復旧することが可能です。 

ツールバー内の、“Network”をクリックして Backup/Restore Network を選択します。 

 
 

 

バックアップ／復旧方法 

バックアップの場合は、パスおよびバックアップファイル名を指定して“Backup”をクリックします。 

復旧したい場合は、バックアップファイルを指定して“Restore”をクリックします。 

 

 

Network→ 

Backup/Restore Network をクリック 

Restoreをクリック 

Backup をクリック 



 ２３ 

 

CF カードの交換について(CFM100,NL115 共通) 

CF カードの交換には細心の注意が必要です。場合によっては、せっかく記録したデータを失うことになる 

可能性があります。 

CF カードの挿入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データロガーの電源が ON であることを確認した後、フォーマット済みの CF カードを挿入してください。 

CF カードが正常に挿入されると、LED が赤く点滅し始めます。 

これは、保存データを CF カードに書込むために必要な CF カード内部のメモリ領域確保が行われていることを

示しています。LED が消灯すれば、領域確保が正常に終了し書込み準備が完了しています。 

LED の消灯を、必ず確認してください。 

領域確保後は、保存データが CF カードに書込まれるタイミングで一瞬赤く点灯します。 

 

○領域確保中にオレンジ色が点灯する場合 

LED がオレンジ色に点灯した場合は、領域確保に失敗しています。この場合は、正規の方法で CF カードを

取り外し、フォーマット済みの CF カードを挿入してください。 

 

CF カード内領域確保時間の目安 

型番 Type 容量 

（byte） 

領域確保時間 備考 

CF-1GMCFI 常温 1G 約 5 分  

CF-2GMCFI 常温 2G 約 10 分  

CF-512MCFI 低温 512M 約 3 分  

CF-1GMCFI 低温 1G 約 5 分  

CF-2GMCFI 低温 2G 約 10 分  

※ データロガーのプログラムなどにより、確保時間は前後する場合があります。 

※ CF カードは、必ずフォーマットしたものを挿入して下さい。領域確保が正常にできない場合があります。 

②赤の点滅が終了し、 

正常に領域確保が終了するまで待つ 

①CF カードを奥まで挿し込む 

(ｶｰﾄﾞｲｼﾞｪｸﾄﾎﾞﾀﾝが出てくる) 



 ２４ 

 

CF カードの取り外し 

CF カードを外すためには、データロガー右部分にある白いボタンを押してください。取り出せる状態になると

ランプが緑色になります。場合によっては、赤い点滅をしていて、なかなか緑にならないこともありますが、 

緑になるまでお待ちください。これを待たないで CF カードを取り出すとデータを破壊する可能性があります。 

データ変換と CF カードの再利用方法については後述を参考願います。 

 

 

①押す 

②緑に光るまで待つ 

③ボタンを押してカードを取り出す 



 ２５ 

 

MicroSD カードの交換について 

MicroSD カードの交換には細心の注意が必要です。 

場合によっては、記録したデータを失うことになる可能性があります。 

MicroSD カードの挿入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データロガーの電源が入っていることを確認した後、フォーマット済みのMicroSDカードを挿入してください。 

MicroSD カードが正常に挿入されると Act LED が緑色で点灯し、書き込みが始まると Act LED が赤色で 

定期的に点灯します。 

データの書き込みが始まった後にデータロガーの電源を切る場合は、必ず MicroSD カードを取り外してから 

電源を切ってください。MicroSD カードの取り外し方は“MicroSD カードの取り外し”の項をご参照ください。 

 

データロガー上 Act LED の各色が示す状態 

・赤色の点滅  

→MicroSD カードの読み込みや書き込みが行われています。 

 

・緑色の点灯 

→フォーマットされた MicroSD カードが挿入され、書き込みが可能な状態や、MicroSD カードの取り外しが

可能であることを示します。 

 

・オレンジ色の点灯 

→エラーが発生したことを示します。この場合は正しく MicroSD カードを取り外してからフォーマット済みの

MicroSD カードを挿入してください。 

 

・薄暗いオレンジ色の点滅 

→MicroSD カードが抜かれた状態でデータロガーの内部メモリがラップされ上書きされています。上書きされ

た分のデータは、MicroSD カードに保存されません。 

 

※ MicroSD カードは、必ずフォーマットしたものを挿入して下さい。 

領域確保が正常にできない場合があります。 

②橙の点灯から赤の点滅に 

変わることを確認 

①フォーマット(FAT32)済みの 

MicroSD カードを挿入 



 ２６ 

 

MicroSD カードの取り外し 

MicroSD カードを外すためには、データロガーの Eject ボタンを押してください。取り出せる状態になると 

ランプが緑色になります。場合によっては、赤い点滅をしていて、なかなか緑にならないこともありますが、 

緑になるまでお待ちください。 

これを待たないで MicroSD カードを取り出すとデータを破壊する可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①押す 

③MicroSD カードを引き抜く 

②緑の点灯を確認 



 ２７ 

 

CF・MicroSD カードからのデータの取り出し 

まず、使用するパソコンで PC400 を起動します(インストール方法等、詳細は前述の“PC400 のインストー

ル”等を参照ください)。その後、取り外した CF カードまたは MicroSD カードをパソコンに接続し、 

ファイルができていることを確認します。ファイルがバイナリ－ファイルの場合、テキストファイルに変換する

必要があります。 

※ 本項以降で解説する“データの取り出し”、“分割出力”、“ファイル名の変更”および 

“データ変換できない場合”の作業では本ソフトウェアを用いて行います。 

 
ここで、“Select Card Drive”で CF カードもしくは MicroSD カードの入れたドライブ名、 

“Change Output Dir”で変換後のファイルが入るドライブ名（またはフォルダ名）を選択します。 

選択後、“Start Conversion”をクリックします。 

 
 

Card Convert ボタンを

クリック 

クリックすると変換開始 

変換後（テキスト）のファイルを 

入れるフォルダを選択 

変換前（バイナリー）のファイルが 

入っているフォルダを選択 



 ２８ 

変換データの分割出力 

CF カードもしくは MicroSD カードのデータを変換すると、変換データは 1 つのファイルとして出力されます。

変換オプションを設定することで、データを時間で分割することが可能です。 

変換オプションは、データ変換する前に“Destination File Options…”をクリックします。 

 

 
 

クリックすると次のようなウィンドウが表示されますので、“Use Time”と“TimeDate Filenames”にチェ

ックをいれます。 

 

Use Time・・・変換データを時間で分割するオプション 

変換データの時刻を監視し、変換データを指定の時間毎のファイルに分割保存します。 

分割はインターバルで割り切れる時刻までを含みます。 

例 1：50Hz データを 10 分毎に分割した場合 

   2008-12-11 15:40:00.02 ～ 2008-12-11 15:50:00.00 

例 2：1 分データを日毎に分割した場合 

   2008-12-11 00:01:00 ～ 2008-12-12 00:00:00 

 

TimeDate Filenames・・・変換データファイルにタイムスタンプを付加するオプション 

       データファイル内の先頭データの時刻が付加されます。 

       例：2009 年 01 年 23 日 09 時 45 分 59 秒の場合のファイル名 

           ↓ 

       TOA5_ステーション名.元ファイル名_2009_01_23_0945.dat 

変換オプション設定 
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“Use Time”にチェックを入れると、“Time Setting”が押せるようになります。 

“Time Setting”をクリックして、分割インターバルの設定ウィンドウを開きます。 

分割インターバルは、1 分から日単位の指定が可能です。“Start Time”の項目は特に変更の必要は有りません。 

 

 
 

 

 

 
 

分割インターバルの設定例： 

分割インターバル Interval の設定 

10 分 0d00h10m 

30 分 0d00h30m 

1 時間 0d01h00m 

1 日 1d00h00m 

 

※ “CardConvert”を終了しても設定は保持されます。 

分割が必要でない場合には“DestinationFileOptions”内の“Use Time”のチェックを外して下さい。 

分割インターバルの設定 

分割間隔を入力 

設定終了後に OK をクリック 

Use Time：チェックを入れる 

Store Time Stamp： 

チェックを入れたままを推奨 

Store Record Numbers： 

チェックを入れるのを推奨 

UseTime にチェックを入れてから 

クリック 

Start Time の設定 

通常は変更の必要なし 

インターバルの設定後に

OK をクリック 

Time Date Filenames： 

チェックを入れる 
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変換データのファイル名の変更 

標準設定ですと変換後のファイル名は下記の様になります。 

例：2009 年 01 年 23 日 09 時 45 分 59 秒の場合のファイル名 

    ↓ 

TOA5_ステーション名.元ファイル名_2009_01_23_0945.dat 

 

変換後のファイル名を変更したい場合は変更したいファイルを右クリックしメニューを開きます。 

一番上の“Change Output File”をクリックすると、ファイル名変更のウィンドウが開きますので、希望の

ファイル名を入力します。拡張子の変更も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変換データファイルの保存先指定のウィンドウ 

 

Change Output File を選択 

希望するファイル名に変更 
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CF・MicroSD カードからデータ変換出来ない場合の手順 

LED ランプ点灯中に CF カードまたは MicroSD カードを抜いたり、書き込み中にデータロガーの電源が 

切れたりすると、バイナリデータの取り出しが出来ない場合があります。 

この場合、リペアオプションを使うことでデータの取り出しが可能になる場合があります。 

データ取り出しが出来ないファイルを右クリックし、メニューを出します。 

メニューの一番下の“Repair File”をクリックするとリペアしたファイルの保存先を聞いてきますので、 

任意のフォルダに保存して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リペアしたバイナリファイルの保存先指定のウィンドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Repair File を選択 



 ３２ 

保存先を指定すると自動的に変換が始まります。 

変換が進むと確認のウィンドウ内にバイナリデータ内の最後の正常なデータの日時が表示されますので、 

この日時以降に計測していなければ“Ｎｏ”を、この日時以降にも計測しているようであれば“Ｙｅｓ”を 

クリックして下さい。 

“Ｎｏ”であればリペア終了です。“Ｙｅｓ”であればリペアを続行します。 

 

 
 

データがまったく入っていないと思われる領域のリペアの処理をしようとすると、 

リペアを続行するかどうかの確認のウィンドウが表示されます。 

“Ｎｏ”であればリペア終了です。“Ｙｅｓ”であればリペアを続行します。 

 

 
 

※リペアされたファイルはバイナリファイルなので、テキストファイルへの変換の作業が必要です。 

変換作業は前述の“CF カード・MicroSD カードからのデータの取り出し”を参照下さい。 

この日時以降の 

計測をしているかどうか 
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CF・MicroSD カードの再利用 

データを取り出した後の CF カードもしくは MicroSD カードは、右クリックによって出てくるプルダウン

メニューからフォーマットしてください。なお、フォーマットにより記録されたデータは完全に消去される

ので、あらかじめバックアップしておくことをおすすめします。 

 

※上記図では SD Card と記載されていますが、CF カードの場合は CF Card と表示されます。 

 

 
 

 

 

フォーマットを 

クリック 
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フォーマットをクリックすると、下記のウィンドウが開きます。開始する前に、ファイルシステムが 

FAT32 であるかを確認してください。通常は、FAT32 が表示されているため変える必要はありません。 

確認後、開始をクリックするとフォーマットが開始されます。 

 

 
 

※上記図では SD Card と記載されていますが、CF カードの場合は CF Card と表示されます。 

 

ファイルシステムには、FAT32 以外に選択項目があります。 

 

②クリックして開始 

①FAT32 であるか確認 

FAT32 以外 

選択項目があり注意 
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お使いの PC の COM ポート確認方法 

検索ボックスでデバイスマネージャーを検索します。 

➁デバイスマネージャーをクリック 

①デバイスマネージャーと入力 
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ポート(COM と LPT)をクリックし、通信ポート(COM△)を表示させます。 

COM△（例：COM1、COM3 など）が利用可能な COM ポートです。 

 
 

※CR300/310, CR6,CR1000X の場合は、データロガーと接続しているときのみ、上記画面に表示されます。 

 

通信ポート(COM△) 

ポート(COM と LPT)をクリック 


